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蛇紋岩地域の住民の肺内石綿濃度ならびにその繊維サイズ
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　表層地質に蛇紋岩が含まれている地域（以下，蛇紋岩地域という）から10 km以内に居住する農山村住民

16例ならびに10 kmより遠くに居住する農山村住民5例の肺内石綿濃度とその繊維サイズを分析電子顕微鏡

を用いて調査した。これらの結果相互と既報の都市住民53例の結果とを比較検討した。得られた結果は以下

のとおりであった。

　1.　今回調査した農山村住民の全例から石綿が検出され，その種類はクリソタイル，アモサイト，クロシ

ドライト，アクチノライト，トレモライトであった。

　2.　蛇紋岩地域から10 km以内の農山村男性8例の肺内アクチノライト・トレモライト濃度の幾何平均値

（1.78×106本/乾燥g）は蛇紋岩地域から10 kmより遠くの農山村男性5例（0.32×106本/乾燥g）や都市男

性34例（0.31×106本/乾燥g）と比較して有意に高く（p＜0.01），蛇紋岩地域から10 km以内の農山村女性

8例（0.59×106本/乾燥g）も都市女性19例（0.16×106本/乾燥g）より有意に高かった（p＜0.05）。蛇紋岩

地域の岩石にクリソタイルとともにアクチノライトとトレモライトが含まれていたので，蛇紋岩地域から石

綿が大気中に飛散し，周辺住民がそれらを吸入していた可能性が考えられた。クリソタイル濃度では地域に

よる違いがみられなかったのは，肺内での滞留性が小さいことによる可能性があると考えられた。

　3.　蛇紋岩地域から10 km以内の住民のクリソタイル，アモサイト・クロシドライトならびにアクチノラ

イト・トレモライトの長さの幾何平均値が蛇紋岩地域から10 kmより遠くの住民のそれよりも大きい傾向は

認められなかった。
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